



































である。この二作品のタイトルには、どちらも《否定》の〈ない〉という言葉が含まれている。筆者は、ここに〈否定によって立ち上がる物語〉 というものを感じた。そして、これは「心を持たない」 「失われる」など、多くの〈ない〉を以て語られる本作品にも関係するテーマであると考えている。 を明らかにするために、本論では、こ 近年発表された二作品 補助線 用いて考察を加え、 〈 い〉をはじめとした《否 》の言葉に着目して論じていきたい。　　　
一
　
まずは、 本作品の 「世界の終り」 について考えていきたい。
これを論じるうえで挙げたいのが、福永武彦が一九五九年四月に発表した「世界の終り」 （ 『文学界一三・四』文化公論社）である。本作品のタイトルと同じ「世 終り」いう言葉が用いられている福永の作品との関係性は、山田兼士氏によって既に指摘がなされている。
６  確かに、本作
品と福永の「世界の終り」には共通点も多く、同じ空気感が漂っている。しかしなが 、ここで 二作品の〈終り〉の描かれ方の差異に着目して論じ きたい。　
まずは福永の「世界の終り」についてだが、ここでは、
精神を病んだ黒住多美という女性の世界が描かれている。
多美の世界は、 「特別に赤い」 「空の火事」のような「夕焼」を目撃する場面より始まる。そして夫である駿太郎を始めとした、 多美の周囲の人間の「他者の不可察性」
７によって、




り〉の世界から脱出する方法を探る はじめから〈終り〉が決定付けられた世界で るはずな に 実は世界は〈終り〉であるとは言い切ることができない。その中で主人公たちは、 「完全」た ことの「不自然さ」の理由を突 止めることによって、 〈終り〉を覆そうとする。　
この〈終り〉から、新たな〈可能性〉を感じさせる要因





























持たない多崎つくる」 は、 「クロ」 「シロ」 「アオ」 「アカ」という色鮮やかな名前を持つ仲間の中で、自分一人が「色
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彩を持たない」という〈欠如〉に悩む主人公のことを示している。沼野充義氏は、この「色彩」が「小説の全体を規定する枠組みともなって る」としたうえで、 「ある人物がどんな色を持つか、それ も持たないかということは、この小説ではそれぞれの人物のイメージと鮮やかにつながり、小説全体にとって象徴的な意味を担うことになる」と指摘している。
８
この沼野氏の「色彩」に関する指摘には
概ね同意であるが、加えて述べておきたいのは、 こでの「持たない」ということは、 つくるが巡礼をするなかで「色彩を持った友人」たちによって覆され いくと う点だ。　
つくるは巡礼の中で、 自身のことを「僕はいつも自分を、
色彩とか個性に欠けた空っぽな人間みたいに感じてきた」と語り、とにかく自分が「色彩を持た 」ということにこだわり続ける。さらには「 の容器。無色の背景。これという欠点もなく、とくに秀 ところもない。 」とも自虐する。つまり、 つ るのなか は〈色彩〉を「 」か「持たない」かという二元論で、人間としての特徴づけがなされているのである。　
しかし「色彩を持った友人たち」 、これとは異なる評
価をつくるに与えていく 例えば アオはつくるに対して「おまえは空っぽなんかじゃない」と言い、アカは「おまえがいちばん精神的にタフだったのかもしれない」 と言う。この二人はそれぞれに、グループにおけ つくるの役割を
述べる。 「カラフルな自分たち」には無かったものが、つくるにはあったのだと。　
そして巡礼の最後、クロとのやり取りによって、つくる
の〈欠如〉は二元論からは逸脱した形で覆されることになる。クロは、 つくるに対して 「たとえ君が空っぽの容器だったとしても、それでいいじゃない」 「もしそうだったとしても、君はとても素敵な、心を惹かれる容器だ」と述べたうえで、次のように続ける。






「からっぽだ」 「忘れる」 「消える」 「失う」などは、何かが「ある」状態を基準として、 欠如を表す語である。
　
ここでも〈ない〉と同じように、 〈空っぽ〉という《否定》
の語が重要な役割を担っている。 つまり、 つく は 〈空っぽ〉
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であったからこそ「とても素敵な、心を惹かれる容器」になり得る〈可能性〉を秘めていたのであり、同時に「誰かが思わず中に何 を入れたくなるよう しっかり好感の持てる容器」にもなり得る存在であることを、クロの語る内容が明らかにしている。 〈空っぽ〉 という言葉は 〈空虚さ〉と同時に、それを〈満たす〉何かがあることをも浮かび上がらせているのだ。　
さらには、 クロの述べる 「カラフル」 という評価について、
「多崎つくる」という名前に着目して考察したい。名字の「た」 の部分には、 「多い」 という漢字が当てられている。 「色彩」が「小説の全体を規定す 枠組みと っている」作品世界において、 この「多」という語から想起されるイメージは〈多様〉 〈多色〉という言葉では いだろうか つまり 〈空っぽ〉 な 「容器」 であったがゆえに、 そこに 〈多様〉 〈多色〉な色彩を受け入れることが きるのだという「カラフル」の象徴としての「多」という語なのだ。　
本節の始めで述べたように、 《否定》とは「事態の不成立





















ることなどできない。従えば罰せ れ し、従わ ければ復讐される。僕たちはみんな「 のいない男」あることを決して免れ のだ。それが性愛の不条理であり、倫理でもあ
　
村上作品における《女性》は、 これまでも〈失われる〉 〈失
われない〉という言葉を用いて多く論じられてきた。確かに、 〈実体 しての《女性》は〈損なわれる〉存在であるかもし 。だが《女性》は、本当に〈失わ る〉と言い切れるのであろうか。　
この点について、 『女のいない男たち』には大変興味深
い文章があ 。斎藤氏の論でも引用されていた、 「女のいない男たち」の中で語られる内容を挙げたい。
そしてひとたび女のいない男たちになってしまえば、その孤独の色はあなたの身体に深く染み込んでいく。淡い色合いの絨毯にこぼれた赤ワインの のように。あなたがどれほど豊富に家政学の専門知識を持ち合わせて たと も、その染みを落とす はおそろしく困難な作業になる。時間と共 色は多少褪せるかもしれないが、その染みはおそらくあなたが息を引き取るまで、そこに くまで染みとして留まっているだろう。それは染みとして 資格を持ち、時には染みしての公的な発言権さえ持つだろう あな はそ 色の緩やかな移ろいと共に、その多義的な輪郭 共に、生を送っ いくしかない。
　
ここで語られる「赤ワインの染み」に例えられた「孤独

















かに、 稲垣氏の述べるように「世界 終り の住人たちは、〈心〉という〈ない〉はずのものについて、実に多くの議論を交わす。だが、結局〈ない〉ということは「世界のなりたちかた」ゆえに「仕方がない」も だとして、それをどうすることもできないと、諦めともとれる感情 抱いている。　
しかし 「僕」 と影とは、 その 「仕方がな 」 ことに対して 「わ
からな 」 という疑問を抱 、 世界の りたちか 」 「完全」たらしめる理由を見つけようとする。そし その理由が明らかとなった時、影は次のよう 語る。
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が用いられており、 「仕方がない」とされていたことに〈ない〉を重ねて、 世界を覆すための理論を成り立たせている。例えば「絶望のない至福なんてものはどこにもない」とあるように、ここでも《否定》という逆照射によって「自然ということ」を導き出し いる。　
これまで指摘してきたように、 〈ない〉ところには、必
ず何かが〈ある〉のだ。作品世界で、何かが〈ない〉と語られれば語られるほど それは何かが〈ある〉ことを浮かび上がらせる。 「世界の終り」を脱出する際 僕」と影は次のようなやり取りをする。











てだ。作中では 「我々にとっては森 不必要な場所なんだ」とも語られているが、結果として「僕」 図書館の女の子とともに、この〈森〉へ向うこ とな 。その理由について「僕」は、 「自分の勝手に作りだした人々や世界をあとに放りだし 行ってしまうわけ はいかない」からだと言う。　
この結末について、村上は「自作を語る」
11の中で「と
くに最後の部分は五回か六回は書き直した。 （中略）僕と影が最後にどうなるか いう結末のつけ方は書き直すたびに全部がらっと違っていた。普通は最後に辿り着くころにはちゃんと結末が頭に固まって るのだけれど、この小説に関してはまったく駄目だった」 述べている。　
ベイブリッジ・クラブ氏は、この村上の発言を踏まえた
うえで「この時、村上春樹が思い悩んでいたこと 壁の外側に出ることに理の必然があり、壁の内側にとどまらなければ生のリアリティーを失ってしま 」という全く相反する思いだった」と指摘する。そして「村上春樹はこの問




定性」には、 筆者も概ね同意の立場 ある。これまで〈森〉という存在は、 「ユートピア」 どの言説を以 語 れてきた。
13 しかしながら、作品中で「森の中で古い世界のこ
とも少しずつ思いだしていく。思いださなくちゃいけないことはたぶんいっぱいある ろう」と語られ ことからもわかるように、 「僕」は「動きなが 完結して る世界」の中で、自らの意思を以て〈森〉へ向 決断をする。このように 「僕」 の下した選択から 何も い された 〈森〉に何かが〈ある〉 いう〈可能性〉を浮かび がらせて
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の女性の別れの場面だ。 「ハードボイルド・ワンダーランド」の結末として、 「私」は自らの意思とは関係 く、否応なしに「世界の終り」に向うことに るが、それとは対照的
に、 この二人の女性は自由に未来を選択できる立場にある。だが、リファレンスの女の子は「私」との最後の会話の中で「ねえ 私もあなたの限定されたヴィジョンの中に入りこむことはできるかしら？」と言って、 精神的な形で「私」の世界に入ることを望む。さらには「帰ってきたら電話をくれる？」とも言って、未来を見据えた発言をする。これと同様にピンクの太った娘 、 「私」がいなくなる直前「あなたの家に住むこ にしたの」と言って、こちら 実質的な形で主人公 寄り添う旨の発言をしている。　
これらの〈コミットメント〉によってもたらされるもの






















































































































中で、村上は自身 作品に登場する女性について「昔、僕の小説に出てくる女の人は、特殊な例は別にして、失われていくも か、あるいは巫女的な導くも か、どちらかというケースが多かった」と述べている。
※本稿で挙げた作品の本文引用は以下による。村上春樹『世界の終りとハードボイルド・ワンダーランド（上） （下）
新装版』 （新潮文庫二〇一〇年四月）
村上春樹『色彩を持たない多崎つくると、彼の巡礼の年』 （文藝春秋
　
二〇一三年四月）
村上春樹『女のいない男たち』 （文藝春秋
　
二〇一四年四月）
福永武彦「世界の終り」 （ 『福永武彦全小説六』新潮社
　
一九七四年
四月）
（さくら
　
あきな）
